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0. 概要 

0.1. シェーマ 

 

0.2. 目的 

JCOG9205 と JCOG9912 の 5-FU 持続静注群の患者適格規準の共通部分に含まれる患者を対象として、両試

験間での予後の違いに関連する要因を探索するため、登録時の患者背景を調整して、全生存期間（OS）、治療成

功期間(TTF)、一次化学療法中止後からの全生存期間（OS-TTF）に差があるか検討する。プライマリーエンドポイ

ントは全生存期間とし、セカンダリーエンドポイントは治療成功期間、OS-TTF とする。 

 

0.3. 対象 

JCOG9205：5-FU 持続療法投与群。ただし、腸管狭窄を認めた患者は除く。 

JCOG9912：5-FU 持続療法投与群。ただし、補助化学療法ありの患者と標的病変なしの患者は除く。 

 

0.4. 方法 

0.3.を対象とし、患者背景を調整の上、JCOG9205- 5-FU 持続静注群と JCOG9912-5-FU 持続静注群の全生存

期間、治療成功期間、場合により OS-TTF を比較する。 

 

0.5. 研究期間 

研究期間   2009 年 7 月～2010 年 7 月、プロトコール承認後 1 年 




